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第 1章 縄文期より紀元前 3世紀ごろまでの対馬人の多言語能力 









































































韓半島 キバノロ歯の飾り、櫛目文土器  
 































































































































































































































地名 文字数 戸数 
對馬國 68文字 千余戸 
一大國 58文字 三千余戸 
末盧國 42文字 四千余戸 
伊都國 56 文字（44 文字＋12 文
字） 
千余戸 
奴國 23文字 二万余戸 
不彌國 22文字 千余戸 
投馬國 25文字 五万余戸 






















対馬での生活 無良田 食海物自活 乗船南北市糴 
壱岐島での生活 差有田地 耕田猶不足食 亦南北市糴 
「糴」（テキ） ：米穀を買い入れること 
「糶」（チョウ）：米穀を売ること     （『広辞苑』より） 


































 支配者名 副支配者名 
對馬國 卑狗 卑奴母離 
一大國 卑狗 卑奴母離 
末盧國 記載なし 記載なし 
伊都國 爾支 泄謨觚・柄渠觚 
奴國 兕馬觚 卑奴母離 




投馬國 彌彌 彌彌那利 



















































第 3章 対馬という名称から古代対馬人の言語能力を読み取る 
3－1 古代の書物に記載された対馬の名称から対馬を検討する 
大陸 三国志 ――對馬國  （原文：～千餘里至對馬國～） 
隋書  ――都斯麻國 （原文：～經都斯麻國 在大海中～） 
日本 古事記 ――津嶋   （原文：～次生津嶋亦名謂天之狹手依比賣～） 
日本書紀――對馬嶋  （原文：～皍對馬嶋壹岐嶋及處處小嶋～） 
大陸からみると：対馬 ⇒ 馬韓（韓）の対面にある島 
日本からみると：津島 ⇒ 港の島 























後漢書 邪馬臺国 奴国 倭国 拘奴国 朱儒国 裸国 黒歯国 夷洲 澶洲 
三国志 對馬国 一大国 末盧国 伊都国 奴国 不彌国 投馬国 邪馬壱国 
鬼国 鬼奴国 烏奴国 侏儒国 裸国 黒歯国 
狗古智卑狗 卑弥呼 卑弥弓呼 掖邪狗 
宋書 倭国 
讃 珍 済 興 武 
隋書 都斯麻国 一支国 邪靡堆国 竹斯国 
卑弥呼 阿輩雞弥 阿毎多利思比孤 
旧唐書 倭国 日本国（倭国の別種）奴国 




新唐書 日本（倭の奴：奴国） 蝦夷 
宋史 日本国（奴国） 西別島 
畿内  五畿 
七道  東海道、東山道、北陸道、山陰道、小陽道、南海道、西海道 
三島  壱伎 對馬 多褹  
元史 日本 對馬島 一岐島 平戸島 平壺島 八角島  
明史 日本（奴国） 對馬 臺岐 琉球 五島  




































第 4章 4世紀から 10世紀の対馬の状況と対馬人の言語能力 
4－1 この時期の大陸と日本に残された記録より対馬の状況を読む 
三国正史新羅本紀 王聞倭人於對馬嶋置營貯以兵革資粮以謀襲我（6世紀） 
日本書紀 國家望於此時 壹岐・對馬 多置伏兵 候至而殺 
（敏達 12年、583年） 
日本書紀 於對馬嶋・壹岐嶋・筑紫國等 置防與烽 （天智 3年、664年） 
類聚三代格 太政官符 應禁遏諸使越關私買唐物事（延喜 3年 8月、903年） 








































弘仁式 薩摩國 正税公廨各六万束 





多褹嶋 正税二千八十束（公廨なし）   （840年） 
類聚三代各 對馬多褹二嶋嶋司 身居邊要稍苦飢寒擧乏官稍 會不得利 宜割
大宰府申部諸國地子各給 守一萬束       （821年） 




壱岐島が京都に収めた税金は米で 1万 5千束、島の役所に収めた税金は 5万束。対馬が
京都に納めた税金は米で 3千 9百束、島の役所には税金を納めていない。種子島も島の役










宋史 東奥州産黄金 西別島出白銀 以爲貢賦 
誠尋獻銀香爐・木槵子・白琉璃・五香・水精・紫檀 
日本書紀 対馬國司守忍海造大國言 銀始出于當國 皍貢上 由是  
大國授小錦下位 凡銀有倭國 初出于此時（天武 3年：674年） 
對馬國貢銀記 島中珎貨充溢 白銀鉛錫眞珠金漆類 長爲朝貢 其採銀之地極爲險
難（12世紀） 


















4－4 周辺状況から推測できる 4世紀から 10世紀ごろの対馬人の言語能力 









日本後紀 對馬嶋言 今月六日新羅船三艘浮西海 俄而一艘之船著於下県郡佐須浦  
船中有十人 言語不通 消息難知 
爲問其事 差新羅訳語幷軍毅等 發遣已訖（弘仁三年：812年）   
類聚三代格 太政官符 應停對馬嶋史生置博士事（弘仁十二年：821年） 
若有書契之問 誰以通荅 望請特置件博士 且以教生徒 且以備專對者 















第 5章 10世紀以後の対馬人の周辺状況と言語能力の変化 













－表 12 10世紀から 12世紀の東アジアの状況－ 























1049年 日本對馬島官 遣首領明任等 押送我國飄風人金孝等二十人 到金州  
1051年 日本對馬島遣使 押還被罪逃人良漢等三人 
1060年 東南海船兵都部署奏 對馬島歸我飄風人禮成江民位孝男 王賜使者禮物優厚 
1082年 日本國對馬島 遣使獻方物 
1085年 對馬島勾當官 遣使進柑橘 
1086年 對馬島勾當官 遣使獻方物 
1087年 東南道都部署奏 日本國對馬島元平等四十人 來獻眞珠水銀寶刀牛馬  
－表 13 11世紀の対馬と韓半島の交易記録－ 





























































































『三国史記 1』・『三国史記 2』東洋文庫 1980 
『三国史記倭人伝』岩波文庫 1988 
『三国遺事』朝鮮史学会編 国書刊行会 1973 
『高麗史日本伝』上・下 岩波文庫 2005 
『古事記』岩波文庫 2007 
『日本書紀』1～5岩波文庫 1995 
『日本後記』上・中・下 講談社学術文庫 2007 
『類聚三代格』前篇 国史大系編集会 吉川弘文館 1972 
『類聚三代格・弘仁格抄』後篇 国史大系編集会 吉川弘文館 1972 
『交替式・弘仁式・延喜式』国史大系編集会 吉川弘文館 1989 
『対馬』東方考古学叢刊 水野清一編 東亜考古學會 1953 
『厳原町誌』厳原町誌編集委員会 厳原町発行 1997 




































































































第 1 部でも述べたが、『日本後紀』には「對馬嶋言 今月六日新羅船三艘浮西海 俄而
一艘之船著於下県郡佐須浦 船中有十人 言語不通 消息難知」「爲問其事 差新羅訳語幷
軍毅等 發遣已訖」４８という記録が残されおり、9世紀初の対馬人は新羅の言葉が理解出
来ず、大宰府に新羅語の通訳と軍人の派遣を求めている。 
『類聚三代格』には 9 世紀の対馬について「太政官符 應停對馬嶋史生置博士事」「若










































































































① 「父が高麗人にあふに この七歳なる子 父をもどきて 高麗人と詩を交わしけれ
ば」６５ 
② 「中将 高麗人などこそ通辞はありといふなれ」６６ 
 
『源氏物語』に登場する高麗 



























































































































戸」という記載が現れ９３、その次の日本に関する記載は 1012 年で「戊戌 日本國潘多等
三十五人來投」という記録であった９４。どちらの記録も日本人が生活の場所を求めて難民
となって高麗に移住を求めたという内容である。 




























































『高麗史』に記載された 1029年から 1060年までの日本に関係した記録 
① 「耽羅民貞一等 還自日本 初貞一等二十一人 泛海漂風 到東南極遠島 遍體生毛 
語言殊異 劫留七月 貞一等七人竊小船 東北至日本那沙府 乃得生還」（1029年） 
② 「日本國歸我漂流人謙俊等十一人」（1036年） 
③ 「五月庚子 日本民男女二十六人來投」（1039年） 
④ 「日本對馬島官 遣首領明任等 押送我國飄風人金孝等二十人 到金州 賜明任等例
物有差」（1049年） 
⑤ 「日本對馬島遣使 押還被罪逃人良漢等三人」（1051年） 
⑥ 「日本國使上位権隸藤原賴忠等三十人來館于金州」（1056年） 
⑦ 「東南海船兵都部署奏 對馬島歸我飄風人禮成江民位孝男 王賜使者禮物優厚」（1060
年） 
 




②、④、⑤、⑦の 5回、日本からの難民の記録が③の 1回、朝貢の記録が⑥の 1回記載さ






















































第 4章 朝貢の始まり 
4－1 朝貢の記録 



























「日本國對馬島 遣使獻方物」文宗 36年（1082年） 
「對馬島勾當官 遣使進柑橘」宣宗 2年（1085年） 
「對馬島勾當官 遣使獻方物」宣宗 3年（1086年） 
「東南道都部署奏 日本國對馬島元平等四十人 來獻眞珠水銀寶刀牛馬」宣宗 4年（1087
年） 
1056年に日本から高麗への朝貢が始まり、その 26年後の 1082年から、対馬が高麗へ朝
貢を行うようになり、1082 年の朝貢品は方物、1085 年は柑橘、1086 年は方物となってい

























































 第 1部と第 2部で古代から平安時代後期までの対馬人と朝鮮人との交流で使用されたと













































































































































































































































































































































































































































中村栄孝による三浦の倭人人口の研究では、1475 年には 2,209 人 430 戸に達していた
が、20年後の 1494年には 3,105人 525戸になり、そこには 11カ寺が存在していたと報
告されている１８８。 しかし、この時代の対馬に関して残された記録では、対馬人は 82カ
所の浦に居住して、そこに居住する対馬人の戸数が 10戸から 50戸以下の浦が 36か所、























































した後に対馬との調停役を果たしている１９７。籐賢と辺尚らは己亥東征直後の 7 月 18 日
に朝鮮側の使者として、対馬が朝鮮に従わなければ再度攻撃をするという文書を持って対
馬に渡っているが、朝鮮は彼らが生きて帰れないかも知れない役目に就いていると認識し


















































































































































































1－5  三浦の乱までの倭寇の言語について 
1－5－1 高麗末期の倭寇 
倭寇が記録に現れるのは高麗忠定王 2 年（1350 年）であるが２１５、1369 年恭愍王 18





































































































第 2章 三浦の乱前後の倭人の朝鮮語能力について 
















































































































































































第 3章 『老松堂日本行録』に残された朝鮮語の記録 




































































































































































































































































































































































































































第 4章 室町幕府の朝鮮半島との外交と言語の関係 
4－1  室町幕府と高麗との外交で使用された言語 
4－1－1 高麗からの使者と言語 
室町幕府と朝鮮半島との外交は、第 2 代将軍足利義詮の時代、高麗から使者の金竜が




























金竜、金逸両使は 1367年 6月 26日に僧梵盪と僧梵醪と共に、僧妙葩によって漢文で書




























































































































































































































































































































第 5章 文禄・慶長の役に関係した対馬人と朝鮮語について 





















































































































































































































































































6－2  慶長の役後の外交交渉と通事 
6－2－1 対馬による朝鮮との交易再開交渉の開始 










































































第 7章 朝鮮通信使の再開と対馬藩接待役の朝鮮語能力について 
7－1  朝鮮通信使再開と日本と朝鮮の言葉に対する考え方の相違 
7－1－1 日本側の言葉に対する対応 















































































































































 草梁倭館の建設には 10万坪の敷地が用意されたが、これは古倭館の 10倍の広さになり、























































第 8章 雨森芳洲が考えた理想の日朝外交について 




日とされており、これとは別に『宗家文書』「奉公帳」より元禄 2 年 5 月という報告もあ
るが３６２、芳洲の仕官に関して注目すべきは元禄 2年という時期である。この時の対馬藩







































 芳洲が初めて対馬に渡ったのは元禄 6 年（1693）9 月 17 日であり３７０、最初の唐音稽
古での長崎滞在は約 9か月であった。芳洲が、再び長崎での唐音稽古を申し出て、元禄 9

















芳洲が初めて朝鮮に渡る準備が始まっていた事が分かる。芳洲は元禄 15 年（1702）2 月































































































































































 前述したように芳洲による朝鮮語教育の稽古は 1727 年から始められたが、教育を受け
る者は朝鮮貿易を許されていた特権商人 60 人の息子の中から募集されている。そして、


































9－1  長崎の通事について 























































































































































































































化研究科紀要』3 p.149~159九州大学 1997 
２ 厳原町誌編集委員会編『厳原町誌』p.795 p.1002厳原町 1997 
３ 大庭卓也「福岡藩儒竹田春庵と朝鮮通信使」『語文研究』93 p.14~24九州大学 2002 
４ 井上秀雄『古代朝鮮』p.19講談社 2004 
５ 井上秀雄『古代朝鮮』p.30講談社 2004 
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９ 井上秀雄『古代朝鮮』p.34講談社 2004 
１０ 朝鮮史研究会編『朝鮮の歴史』p.36三省堂 1995 
１１ 上田正明他編『古代の日本と朝鮮』p.26學生社 1974 
１２ 井上秀雄『古代朝鮮』p.29講談社 2004 
１３ 李成市『古代東アジアの民族と国家』p.29岩波書店 1998 
１４ 金容雲『日本語の正体』p.36三五館 2009 
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２３ 服部英雄「日本中世国家の貨幣発行権」『東アジアと日本：交流と変容』p.71~84九州
大学 2007 





２７ 峰町海神神社の高麗時代の青磁象嵌蒲柳文梅瓶（『対馬の美術』西日本文化協会 1978） 
２８ 村井章介『境界をまたぐ人日と』p.37山川出版社 2006 
２９ 若木太一「朝鮮通信使と石川丈山」『語文研究』52/53 p.65~80 九州大学 1982 
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広島大学大学院 2001 
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３２ 松尾弘毅「朝鮮前期における向化倭人」『史淵』144 p.25~54九州大学 2007 
３３ 村井章介：『中世倭人伝』（岩波書店 1993）、『境界をまたぐ人びと』（山川出版社 2006）
など、倭寇の活動を通じて中世の日本と東アジア関係について多くの業績がある。 
















３９ 永留久恵：『対馬国志』第 1巻・第 2巻・第 3巻（「対馬国志」刊行委員会 2009）など、
対馬出身で対馬史の中心的研究者 
４０ 李領『倭寇と日麗関係史』p.2東京大学出版会 1999 













４８ 『日本後記』弘仁 3年（812）1月 5日甲子条 
４９ 『類聚三代格』弘仁 12年（821）3月 2日条 







５１ シャルロッテ・フォン・ヴェアシュア『モノが語る日本対外交易史』p.98藤原書店 2011 








５４ 『日本紀略』承平 7年 8月 5日乙酉条 
５５ 『日本紀略』天慶 2年 3月 11日癸丑条 
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１０３ 森克己『続日宋貿易の研究』p.332国書刊行会 1975 
１０４ 石井正敏「高麗との交流」『通交・通商圏の拡大』p.95吉川弘文館 2010 
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１０７ 釜山とソウルの距離は約 400キロ、江戸時代の京都―江戸の飛脚便から考えると金州
と開京往復の情報伝達には 20日間位要したと考えられる。 
１０８ 李領『倭寇と日麗関係史』p.28東京大学出版会 1999 
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１１５ 『高麗史』文宗 33年（1079）11月 5日己巳条、文宗 34年（1080）閏 9月 11日庚子
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に記された対馬人通事 56名と朝鮮人通事 5名の名前があがっている。 




























１３４ 『日本後記』弘仁 3年（812）1月 5日甲子条 中央集権的な政策が行われていた 9
世紀初めに対馬に漂流新羅人が流れ着いたが、当時の対馬には新羅語を理解する者
がおらず、大宰府に新羅語通訳を求めた記録が残されている。 




１３７ 『高麗史』恭愍王 18年 7月辛丑 9日 
１３８ 『高麗史』恭愍王 18年 11月壬辰 1日 
１３９ 永留久恵『対馬国志』第 1巻 p.323「対馬国志」刊行委員会 2009 
１４０ 『太宗実録』18年 3月壬子 
１４１ 田村和生『倭館』p.13文藝春秋 2002 
１４２ 『高麗史』忠定王 2年 2月 
１４３ 『高麗史』恭愍王 18年 7月辛丑 1日 
１４４ 同年の『高麗史』11月には向化倭人が、再び倭寇になった事が記されている。 
１４５ 『太祖実録』5年 12月丙午 22日 
１４６ 中村栄孝『日鮮関係史の研究・上』p.164吉川弘文館 1965 
１４７ 『世宗実録』元年 5月辛亥  
１４８ 関週一「「中華」の再建と南北朝内乱」『倭寇と「日本国王」』p.103吉川弘文館 2010 
１４９ 『世宗実録』17年 7月己丑 
１５０ 中村栄孝『日鮮関係史の研究・上』p.237－255吉川弘文館 1965 
１５１ 『太宗実録』9年 11月壬午 
１５２ 『太宗実録』10年 4月甲辰 
１５３ 『太宗実録』16年 8月壬午 
１５４ 『太宗実録』11年 7月甲戌 
１５５ 『太宗実録』14年 10月丙申 
１５６ 『太宗実録』18年 3月壬子  
１５７ 『世宗実録』11年 3月丙寅  
１５８ 『世宗実録』世宗元年 6月丁丑 
１５９ 中村栄孝『日鮮関係史の研究・上』p.168吉川弘文館 1965 





１６２ 中村栄孝『日鮮関係史の研究・上』p.288吉川弘文館 1965 
１６３ 『世宗実録』5年 10月壬申 






                                                                                                                                               
 
 
１６７ 『世宗実録』10年 9月壬子 
１６８ 『世宗実録』11年 3月丙寅 
１６９ 『世宗実録』16年 4月戊辰 
１７０ 『世宗実録』16年 8月己酉 
１７１ 『世宗実録』17年 7月己丑 
１７２ 『世宗実録』18年 3月乙未 
１７３ 『世宗実録』20年正月壬辰 
１７４ 『世宗実録』22年 5月丁卯 
１７５ 『世祖実録』元年 7月乙未 
１７６ 『世祖実録』元年 12月己酉 
１７７ 『成宗実録』2年 4月甲寅 
１７８ 『成宗実録』2年 11月丙寅 
１７９ 『成宗実録』5年 10月庚戌 
１８０ 『成宗実録』16年 2月丁卯 
１８１ 『成宗実録』24年 11月丙申 
１８２ 『成宗実録』22年 7月庚寅 
１８３ 『燕山君実録』8年 11月壬申 
１８４ 『燕山君実録』9年 3月壬辰 
１８５ 『燕山君実録』9年 7月癸巳 
１８６ 三浦の人口推移については中村栄孝『日鮮関係史の研究・上』p.643吉川弘文館 1965
に『李朝実録』『海東諸国紀』から調べた数字が示されている。 
１８７ 田代和生『倭館』p.14文藝春秋 2002 
１８８ 中村栄孝『日鮮関係史の研究・上』p.643吉川弘文堂 1965 
１８９ 申叔舟『海東諸国紀』対馬島の記述より 
１９０ 『世宗実録』17年 9月丁丑 
１９１ 村井章介『中世倭人伝』p.100岩波書店 1993 
１９２ 『中宗実録』4年 3月丙辰 
１９３ 『中宗実録』4年 3月戊申 
１９４ 村井章介『中世倭人伝』p.144 岩波書店 1993 
１９５ 『中宗実録』4年 4月癸亥 
１９６ 中村栄孝『日鮮関係史の研究・上』p.574吉川弘文館 1965 
１９７ 『世宗実録』元年 6月癸巳 
１９８ 『世宗実録』元年 7月辛酉 
１９９ 『世宗実録』元年 9月壬戌 
２００ 『世宗実録』元年 5月辛亥 
２０１ 『世宗実録』元年 6月甲戌 
２０２ 『世宗実録』元年 6月丙子 
２０３ 『世宗実録』元年 6月丁亥 
２０４ 『世宗実録』26年 6月庚辰 
２０５ 中村栄孝『日鮮関係史の研究・上』p.549吉川弘文館 1965 
２０６ 中村栄孝『日鮮関係史の研究・上』p.574吉川弘文館 1965 
２０７ 『成宗実録』10年 10月戊申 
２０８ 中村栄孝『日鮮関係史の研究・上』p.274吉川弘文館 1965 
２０９ 『成宗実録』24年 2月丁巳 
２１０ 『成宗実録』24年閏 5月辛丑 




                                                                                                                                               
 
 
２１２ 『燕山君実録』元年 10月戊午 
２１３ 『中宗実録』4年 4月癸亥 
２１４ 『中宗実録』35年 6月丁亥 






２１８ 『高麗史節要』辛禑 14年 8月 
２１９ 『高麗史要節』恭譲王元年 2月 
２２０ 『世宗実録』11年 12月乙亥 






２２３ 『成宗実録』3年 2月甲午 
２２４ 『成宗実録』8年 8月己亥 
２２５ 『成宗実録』9年 10月辛丑 
２２６ 『成宗実録』13年閏 8月戊寅 
２２７ 『成宗実録』8年 10月己酉 
２２８ 『成宗実録』19年 3月丙寅 
２２９ 『中宗実録』4年正月戊戌 
２３０ 『中宗実録』4年 3月丙辰 
２３１ 『中宗実録』4年 4月癸亥 
２３２ 村井章介『中世倭人伝』p.147岩波書店 1993 
２３３ 田代和生『倭館』p.15文藝春秋 2002 
２３４ 村井章介『中世倭人伝』p.154岩波書店 1993 
２３５ 『中宗実録』9年 11月丁亥 
２３６ 『中宗実録』20年 2月壬辰 
２３７ 『中宗実録』20年 2月癸巳 
２３８ 『中宗実録』36年 7月己丑 
２３９ 『中宗実録』36年 6月丙子 
２４０ 『中宗実録』23年 2月壬子 
２４１ 『中宗実録』39年 3月辛丑 
２４２ 『中宗実録』39年 9月壬戌 
２４３ 『中宗実録』11年 4月戊辰 
２４４ 『中宗実録』17年 5月甲戌 
２４５ 『中宗実録』17年 6月乙未、7月己未 
２４６ 1540年代以降、王直らが首領となり大規模な倭寇の活動が始まり、倭寇の活動拠点
が対馬から五島列島に移った時代である。 
２４７ 『中宗実録』39年 5月己未 
２４８ 『明宗実録』13年 7月丁未 




                                                                                                                                               
 
 
２５０ 『世宗実録』元年 5月丁卯、『世宗実録』2年閏正月乙亥 









２５４ 三条公忠『後愚昧記』貞治 6年 3月 24日条 
２５５ 『太平記』「高麗人来朝事」に使者が、幕府に倭寇の禁圧を求めてきた事が詳しく記
載されている。 







２５９ 『高麗史』恭愍王 17年正月戊子条 









２６３ 中村栄孝『日鮮関係史の研究・上』p.150吉川弘文館 1965 
２６４ 『高麗史』辛禑伝 3年 6月条 
２６５ 『高麗史』辛禑伝 3年 8月条 
２６６ 『高麗史』辛禑伝 3年 9月条 
２６７ 『高麗史』辛禑伝 4年 6月 
２６８ 『高麗史』辛禑伝 4年 7月条 
２６９ 『高麗史』辛禑伝 4年 10月条 
２７０ 『高麗史』辛禑伝 5年 5月条 











                                                                                                                                               
 
 
２７４ 『善隣国宝記』明徳 3年壬申答朝鮮書に僧が答書を書いた経緯が書かれている。 




２７８ 中村栄孝『日鮮関係史の研究・上』p.153吉川弘文館 1965 









２８３ 秀吉の野望は、村上直次郎訳注『耶蘇会の日本年報』の 1582年 11月 5日付の報告
書に記載されているが、フロイスが日本で記録した『日本史』にも記載されている。 
２８４ 中村栄孝『日鮮関係史の研究』中 p.80吉川弘文堂 1969 






２８８ 中村栄孝『日鮮関係史の研究』中 p.76吉川弘文堂 1969 
２８９ 岩沢愿彦が『伊予一柳文書』にある天正 13年 9月 3日付の「秀吉日本国事者不及申、
唐國迄被仰付候心候歟」との記載が、秀吉が朝鮮出兵を公表した最初の文書とした
のが、この時期が公表時期の定説となっている。 
２９０ 『宣祖実録』20年 9月癸巳 















２９９ 『黔澗集』「辰巳日録」宣祖 25年 5月庚申 




                                                                                                                                               
 
 
３０１ 中村栄考『日鮮関係史の研究』中 p．439吉川光文堂 1969 










３０７ 『宣祖実録』27年 4月乙丑 
３０８ 『宣祖実録』29年 11月乙未 
３０９ 『宣祖実録』30年正月癸丑 
３１０ 『宣祖実録』30年 4月辛巳 
３１１ 対馬服部家伝承文書より 
３１２ 『宣祖実録』20年 10月乙亥、12月丙子 
３１３ 『宣祖実録』20年 9月癸巳 
３１４ 『宣祖実録』21年正月丁亥 
３１５ 『朝鮮国往還日記』天正 10年 12月 3日 
３１６ 『宣祖実録』27年 4月乙丑 
３１７ 中村英孝『日鮮関係史の研究』中 p．438吉川光文堂 1969 
３１８ 対馬武田家伝承文書より 
３１９ 『宣祖実録』30年 2月己巳 
３２０ 対馬武田家伝承文書より 
３２１ 『朝鮮通交大紀』に慶長 4年と記録されているが、『通航一覧』では慶長 3年となっ
ている。 
３２２ 『宣宗実録』32年 7月辛酉 
３２３ 『宣祖実録』32年 3月壬辰 
３２４ 『月峯海上録』慶長 4年 6月 3日 
３２５ 『宣祖実録』33年 2月丁酉 
３２６ 『宣祖実録』33年 5月丁未 
３２７ 『宣祖実録』33年 6月丙戌 
３２８ 『宣祖実録』34年 6月甲午 
３２９ 『宣祖実録』34年 12月壬辰 
３３０ 『宣祖実録』36年 3月庚辰 
３３１ 『宣祖実録』39年 9月癸未 
３３２ 副使として来日した慶暹の日記『慶七松海槎録』「回答兼刷還使槎員役録」より 
３３３ 『通文館志』と『通航一覧』の記録より 
３３４ 『宣祖実録』34年 4月庚午 
３３５ 朝鮮出兵時に浅野長政に付いた対馬人朝鮮語通事『柚谷私記朝鮮陣記抜書』より 
３３６ 『宣祖実録』34年 6月甲午 
３３７ 『宣祖実録』34年 8月己巳 
３３８ 『宣祖実録』34年 11月戊午 





                                                                                                                                               
 
 
３４１ 『東萊府接倭事目抄』万暦 37年己酉 3月条より、己酉の年に締結した条約というこ
とでこの時の条約は「己酉約条」とされた。 
３４２ 『東萊府接倭事目抄』万暦 37年 3月条、光海君元年（1609） 
３４３ 田代和生『倭館』p.20文藝春秋 2002 
３４４ 『朝鮮通交大紀』により 12条が確認できる。 
３４５ 『東萊府接倭事目抄』万暦 38年、光海君 2年（1610）に一月に六回倭館の門前で市
が開かれることになり、この年に密貿易を禁止するという理由で私貿易が認められ
た。 
３４６ 田代和生『倭館』p.27文藝春秋 2002 
３４７ 小川次郎右衛門が文化 3年（1806）に記した『愚塵吐想』の記録より 
３４８ 僧玄方は『御上京之時毎日記』に、倭館での長期滞在者を、中世の恒居倭人ではなく、
新しく留館衆と表している。 
３４９ 泉澄一『対馬藩の研究』p.441関西大学出版部 2002 












３５９ 田村和生『倭館』p.152文藝春秋 2002 
３６０ 『分類記事大綱』より 
３６１ 『宗家文書』に伝わる「本州編稔略」より 
３６２ 泉澄一『雨森芳洲の基礎的研究』p.92関西大学東西学術研究所 1997 
３６３ 田代和生『倭館』p.90文藝春秋 2002 
３６４ 『橘窓茶話』「與同学寒士聚読通鑑綱目」に芳洲が仲間と勉学を行っていた姿が書か
れている。 
３６５ 『宗家文書』「表書札毎日記」元禄 5年 10月 24日に「雨森東五郎儀為学文長崎指越
度由木下順庵依頼長崎之御暇遣候付」と記され、芳洲の長崎行きが提案されている。 





３６８ 訳官の使節団の規模は元禄 16年 2月に訳官一行全員が対馬沖で遭難死した事件があ
ったが、その時の一行は 108人であったと記録されている。 
３６９ 泉澄一『対馬藩の研究』p.70関西大学出版部 2002 
３７０ 『宗家文書』「国元表毎日記」元禄 6年 9月 17日に「留森籐五郎今日着船之由」と
記されている。 





                                                                                                                                               
 
 
３７２ 『宗家文書』「奥書札方毎日記」元禄 11年 3月 14日に「雨森東五郎・・・只今参着
仕候由長崎役」とある。 
３７３ 『宗家文書』「奥書札方毎日記」元禄 11年 7月 19日に「雨森籐五郎・・・朝鮮向御
用之佐役被仰付候」とある。 
３７４ 泉澄一『雨森芳洲の基礎的研究』p.107関西大学東西学術研究所 1997 








３７８ 『宗家文書』「和館館守毎日記」元禄 16年 10月 29日より 
３７９ 『宗家文書』「和館館守毎日記」元禄 16年 11月 1日に「雨森東五郎為学問依頼被差
渡右福吉丸便着船仕」と記されている。 
３８０ 『宗家文書』「和館館守毎日記」元禄 16年 11月 3日に芳洲について「雨森院長・・・
長髪仕居座候・・・弥心次第月額立被申候様申渡」と記載されている。 
３８１ 『宗家文書』「和館館守毎日記」元禄 16年 11月 7日より 
３８２ 『宗家文書』「詞稽古之者仕立記録」より 
３８３ 泉澄一『雨森芳洲の基礎的研究』p.191関西大学東西学術研究所 1997 




























                                                                                                                                               
 
 








３９９ 『宗家文書』「御用人毎日記」享保 11年 6月 28日より 
４００ 泉澄一『雨森芳洲の基礎的研究』p.410関西大学東西学術研究所 1997 
４０１ 『宗家文書』「奥書札方毎日記」享保 12年 8月 15日より 
４０２ 『詞稽古之者仕立記録』「年行事衆中年寄中覚書」享保 12年 7月 23日より 
４０３ 籏先好紀『長崎地役人総覧』p.121長崎文献社 2012 
４０４ 籏先好紀『長崎地役人総監』p.135長崎文献社 2012 
４０５ 徳永和喜『薩摩藩対外交渉史の研究』p.390九州大学出版会 2005 









5. 한일관계사학회,『「조선왕조실록」속의 한국과일본』,경인문화사,2004. 
6. 정수일,『고대문명교류사』,사계절,2010. 
7. 규장각 한국연구원,『조선사람의 세계여행』,글항아리,2011. 
8. 금병동,『조선인의 일본관－600년역사속에 펼쳐진 조선인의 일본인식』,논형,2008. 
9. 전국역사 교사모임『화해와 공존을 위한첫 걸음－마주보는한일사Ⅰ』,사계절,2007. 
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語能力をほとんど失うことになった。第 1部に加えて第 2部でもこの状況を報告している。 
 
第 2 部では、平安時代後期の対馬人の朝鮮語能力について研究報告している。平安時代
後期につながった平安時代前期の記述は、第 1 部の内容と若干時期が重なるが、歴史的な
つながりとして示している。 
平安時代に書かれた『源氏物語』や『うつほ物語』に記載された高麗語に関係する内容
から、平安時代の人々の高麗語に対する考えが分かる。この時代の物語では、高麗語に関
係した話を引用して、高麗語は実用のための外国語ではなく珍しい言葉として描かれ、物
語の中での高麗語は主人公の権威や能力・教養を示すものとして描かれていることを示し
た。 
平安時代の日本でも、当時の知識人が学習の必要があると認識していた外国語は中国語
であり、外国語の学習とは中国語での会話ではなくて漢文の習得であった。9世紀に対馬に
新羅人が漂着したが、対馬には新羅人の言葉を理解できる者がおらず、大宰府に新羅語の
通事を求めたことが『日本後記』弘仁 3年の記録に示されている。この記録は、9世紀の対
馬に朝鮮半島の言葉を理解する住人がいなくなっていたことを示している。交易を禁止さ
れたことによって、対馬が貧困に苦しんだ時代であり、最短で朝鮮半島から 50キロメート
ルも離れていない対馬で、朝鮮半島の言葉を理解できる者がいなくなっていた時代であっ
た。 
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しかし、日本の中央集権体制が弛んだ 11世紀になると、対馬人の中には貧しい生活から
逃れるために、再び朝鮮海峡を渡って大陸と対馬を往来する人々が現れ、対馬人の朝鮮語
能力は復活している。高麗時代の恭愍王 18年の記録に朝鮮半島で生活のために倭人が居住
を始めたことが示されて、高麗時代末期の倭人は、巨済島や南海島に住みつき、普段は漁
業や農業を行いながら時には海賊を行うという生活を行っていた。この時期の倭人の多く
は農地の少ない対馬から逃れてきた対馬人であり、この高麗での対馬人と高麗人との交流
の中での対馬人が朝鮮語を習得するようになった。これが近世につながる対馬人の朝鮮語
学習の始まりである。ここまでの内容を第 2部で報告している。 
 
第 3 部では、前半で室町時代の日本と朝鮮政府との関係から、朝鮮出兵までの対馬人の
朝鮮語能力の推移を研究して報告している。 
朝鮮では 15世紀にハングルが考案されたが、中国文化との関係が深かった朝鮮では、公
的な文書でハングルほとんど使用されず、この時代の歴史的参考資料として研究の対象と
なる史料は、全てが漢文で書かれていた。この時代の日本側では仮名文字が使用されるよ
うになっていたが、本論文の参考資料となる『宗家文書』などの記録も、主に漢文で書か
れたものであった。そして、この漢文で記された文献の研究によって多くの歴史的事実が
明らかにされて来ている。しかし、この時代の日朝の交流で、日本人と朝鮮人がどのよう
な言語を使用して会話を行われていたかを示す記録は少なく、また、会話で使用された言
語に関する研究がほとんど行われていないのが現状である。 
第 3 部の前半では対馬人と朝鮮人との会話で使用された言葉を知るために『朝鮮王朝実
録』と『宗家文書』に記載された内容を中心にして研究を進め、14 世紀末から朝鮮出兵ま
での時代を、三浦の乱以前と三浦の乱以後に区分して研究を行い、その結果を報告してい
る。また、『老松堂日本行録』より朝鮮の回礼使一行が、漢城と京都を往復する間に出会っ
た日本人との交流記録の研究を行い、日本人と朝鮮人の交流時の会話で使用された言語に
ついて研究報告を行った。 
第 3部の後半では、朝鮮出兵から雨森芳洲が対馬藩で朝鮮語教育を始めるまでの期間の、
対馬人と朝鮮語の関係を示している。 
朝鮮出兵時に初めて多くの日本人朝鮮語通事の名前が記録として残されているが、彼ら
は、朝鮮人との交易で朝鮮語を学んだ身分の低い対馬人であり、朝鮮通事としての教育を
受けた者ではなかった。 
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17 世紀初期より対馬藩は、朝鮮通信使一行の接待役となり、当初は外交で必要となる漢
詩・漢文に対して教養のある外交僧が外交官として必要と考えていた。しかし、朝鮮通信
使と直接対応する現場では、朝鮮語での交渉を行うことの出来る教養のある朝鮮語通事が
必要と考えるようになってきていた。これは自然な経過であったが、雨森芳洲の登場以前
の対馬藩では朝鮮語教育を行うことによって、教養のある朝鮮語通事を養成した記録は残
されていない。 
第 3部の後半では、朝鮮出兵の講和後、再開された倭館での対馬人と朝鮮人との会話や、
来日した朝鮮通信使との会話が、どのような言葉で行われていたかを研究して報告してい
る。また、室町時代から江戸時代初期までの日本で朝鮮語を習得していたのは、どのよう
な身分の人であったのかを示して、さらに、対馬藩で雨森芳洲が『交隣須知』を著わすこ
とになった朝鮮語に対する考え方の変化を示している。 
近世での外国語通事の養成は対馬藩だけではなく、長崎ではオランダ語通事や唐通事の
養成が行われ、薩摩藩でも朝鮮語通事が存在していた。しかし、対馬藩と長崎・薩摩藩と
では、その通事の養成方法と通事に対する考え方が異なっており、対馬藩での雨森芳洲に
よる通事養成が、近代国家での外国語教育につながるものであったということを示し、対
馬藩での朝鮮語教育の始まりが、近代日本の外国語教育につながる教育政策であったとい
う報告を行った。これは日本の外国語教育の始まりを示す意義のあることである。 
本論文で、対馬藩と朝鮮語との関わり方を報告できたことは、雨森芳洲が考えた日本と
韓国・朝鮮との『交隣提醒』を改めて認識できる意義のある研究であったと考えている。 
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